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１ 計画の推進体制 

 本計画の実効性を高め、確実に推進するためには、様々な主体が連携して進

行管理を行う必要があります。 

 

【図 22 計画の推進体制】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 計画の進行管理 

 本計画推進の確実性を確保するためには、定期的に進捗状況を把握し、その

情報を広く公開するとともに、取組の結果を客観的に評価し、改善点を見出し

て速やかに措置を講じる必要があります。 

 本計画の進行管理にあたっては、エコパートナーシップうじたわらとともに

進行管理と課題を共有し、町議会や町環境審議会に進捗状況を報告するととも

に、必要に応じて提言を受け、計画の一部見直しなどを行います。 
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計画の推進体制と進行管理 
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３ 目標管理項目 

 ここでは基本理念ごとに設定した目標管理項目を一覧として再掲します。 

 

基本 

理念 
項 目 基 準 

中間 

目標 

最終 

目標 

１ 

温室効果ガス排出量 
97 千 t-CO2 

(2013 年度) 

64 千 t-CO2 

（2025 年度） 

52 千 t-CO2 

(2030 年度) 

森林整備面積 

（単年度） 

16ha 

(2022 年度) 

23ha 

（2025 年度） 

30ha 

(2030 年度) 

２ 
家庭ごみ排出量 

（1 人 1 日あたり） 

620g 

(2022 年度) 

600g 

（2027 年度） 

580g 

(2032 年度) 

３ 

田原川の水質 
「河川」類型Ａ※を維持  

(2022 年度)  

同 

(2027 年度) 

同 

(2032 年度) 

汚水衛生処理率 
82.8％ 

(2022 年度) 

85％ 

(2027 年度) 

87％以上 

(2032 年度) 

狂犬病予防注射接種率 
65％ 

(2022 年度) 

67％ 

(2027 年度) 

70％以上 

(2032 年度) 

４ 

レッドリスト等の更新 
2004 作成 

（2018 一部修正） 
分野ごとに順次作成・公開 

生物多様性地域戦略の策定  未策定 
調査研究 

(2027 年度) 

策定・公開 

(2032 年度) 

担い手認定農業者数 
48 人 

(2022 年度) 

50 人 

(2027 年度) 

53 人 

(2032 年度) 

５ 
環境学習の実施 

（回数及び参加者数） 

13 回 

125 人 

(2022 年度) 

16 回 

160 人 

(2027 年度) 

20 回 

200 人 

(2032 年度) 

 

 


